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（論文審査の要旨)  
伊東春美君の博士号請求論文「妊婦主体の情報共有によって夫婦と助産師を支援する出産支援サービス“Mama to 
Baby”」は， 慶應義塾大学大学院メディアデザイン研究科 奥手直人教授による主指導のもと，自らの助産師とし
ての経験に基づき，助産師の分娩時の負担軽減のための出産支援サービス Mama to Baby を開発し，民族誌調査か
ら実証に至るまで，そのサービスデザインの過程について論じたものである。このサービスは妊婦・夫・助産師が
使う３つのモバイルアプリケーションから成り，妊婦が入力した情報を夫と助産師が共有できる仕組みを持ってい
る．協力的な夫の存在が，妊婦の出産への満足度とその後の育児に影響することがわかっていることから，夫の意
識や行動を妊婦寄りに変化させることが出産に良い影響を与え育児の質を高めるという仮説に基づき，Mama to 
Baby は，妊婦と夫に，助産師の知識や技術を使って構築した健康と出産に関する教育情報を提示し，夫教育に特化
した行動変容プロセスへの介入が設計に組み込まれていることが最大の特徴となっている．  
 
本論文の第１章においては，夫婦の出産準備と助産師の置かれている現状について概説し，妊娠期間中の夫婦と
助産師とのコミュニケーションが課題であることを提示した．第２章では先行研究を調査し，モバイルアプリケー
ションを用いた妊婦情報の共有と夫の行動変容に向けた情報的介入という方針を定めた．第３章では，民族誌調査
からメンタルモデルの抽出，ペルソナ設定，UI デザイン，プロトタイプ制作に至るまでの一連のサービスデザイン
のプロセスを論じている．助産師視点での夫の行動変容プロセスへの介入により，出産に向けて夫婦間のコミュニ
ケーションを円滑にし，出産の満足度を高めることを図り一連のインタラクションプロセスがデザインされた．第
４章ではプロトタイプを用いて実際の妊娠期の夫婦を対象にユーザテストを行い，本サービスが夫婦間のコミュニ
ケーションおよび助産師との情報共有を円滑化し，満足度の高い出産に導くことができたことを実証した．第５章
では一連のプロセスの効果を考察し，第６章で本論文の結論を述べた． 
 
本論文の審査においては，インタラクションデザイン，教育，テクノロジー，および助産師の専門職教育を専門
とするメンバーにより構成された論文審査委員会において幅広い観点から議論が行われた．特にデザイン論文とし
て，コンセプト実証のプロセスにおいて高い効果が見られた２組の夫婦における，出産時の満足度や出産後の経過
に対する事後評価も含めた深い洞察の重要性，夫の協力が取り付けられずユーザテストを行えなかった２組の夫婦
に対する原因の考察や検証，何故これまでこのようなサービスが普及しなかったかという現場の課題に関する考察
も含め，将来的な社会実装を前提としたビジネスモデルや医師・助産師との連携に関する具体的提案の必要性，妊
婦ケアがまだ十分に発達していない発展途上国等での利活用の可能性などについて議論が行われ．これらの議論に
基づき，論文審査委員の全会一致により，本論文は博士（メディアデザイン）を授与するにふさわしいものである
と認定された． 
 
（審査経過） 
1. 2015 年 12 月 1 日 20:00～21：30 予備口頭試問審査が協生館 3 階 CS301 教室にて開催され審査の結果合格した。 
 予備口頭試問審査委員：奥出直人、南澤孝太、石戸奈々子、 
 
2. 2019 年 6 月 20 日 13：00～15：00 博士論文公聴会が日吉キャンパス協生館 6 階大会議室にて開催された。
同公聴会終了後、同教室で博士論文審査会が開催され、全会一致で合格を決した。 
 
なお、公聴会出席者は以下の通りであった。 
  博士論文審査委員 4 名、審査委員以外の KMD 研究科教員 2 名，学生・一般来場者 9 名 
 
 
 
 
